
藍染めは日本の伝統な染色技法であり、
藍の葉を堆肥状にした“すくも”を発酵
還元することにより繊維を染色する方法
である。すくもに含まれるインジゴは水
に不溶であるためそのまま繊維を染める
ことはできない。そこで、藍建て発酵の
工程では常温性の好アルカリ性菌由来の
インジゴ還元酵素によってインジゴが還
元されることにより、水溶性のロイコイ
ンジゴに変化する。この酵素反応により
すくものインジゴは水に溶け、繊維を染
色することが可能となる。本研究では
100℃でも安定なインジゴ還元酵素のク
ローニング、機能解析を行った。本酵素
が染色関連の産業利用に応用可能か今後
検証したいと考えている。
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藍染めに関わるインジゴ還元酵素の生化学的
解明と染色への応用
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